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集団宿泊体験による学校移行に関わる不適応予防の検討Ⅰ
－複数の小規模小学校を対象とした合同事前介入の試験的実践－

岩瀧　大樹 ・ 山﨑　洋史

〔問題と目的〕

　卒業から入学，転勤や転校，転居など，従来

の環境から離れ，新たな環境にシフトしていく

プロセスは「環境移行」と呼ばれている（小泉，

1992 など）。この「環境移行」には，様々なイ

ベントの発生を伴うことが少なくないが，イベ

ントがポジティブ，ネガティブに関わらず，慣

れ親しんだ環境や状態の変化により，ある程度

の心理的負荷がかかることは想像に難くない。

そのため，ライフイベントにおける「環境移行」

に際する周囲からの適切なサポートは不可欠な

ものとなる。特に小学校から中学校への環境移

行は，対人関係・学習や生活のスタイルなどの

変化だけではなく，心理的・社会的観点からも，

青年期前期への大きな発達段階に該当する。都

築（2004）は，この年代の子どもたちが，社会

的・身体的・心理的に大きな変化を体験し，様々

な困難さや不安を抱えることを指摘する。また，

小野寺（2009）は，「この時期を，一つの転換

期として，より良い形で通り抜けられるような

支援が必要である」ことを提唱する。さらに臼

井（2012）も，この時期の移行が多くの面で，「子

どもにとっては重要な発達的な変化を引き起こ

す触媒として働きやすい」と指摘する。ゆえに，

教育相談，スクールカウンセリングなどの観点

から，移行期の支援や介入の方法を検討するこ

とは，須要であるといえよう。以上のことから，

本研究では，小学校や中学校の学校教育におけ

る「環境移行」に焦点を当て，特に「学校移行」

ととらえ，検証していく。

　さて，小学校から中学校への「学校移行」に

関しては，近年は特に「中一ギャップ」などの

言葉で広くとらえられている。例えば，文部科

学省（2007）では，いじめや不登校，暴力行為

などの学校不適応問題が小学校よりも中学校で

多く発生していることが明らかにされている。

また，加藤・木村（2007）でも，小学校から中

学校への移行期に，友だち関係での適応度の低

下が示されている。

　この問題の背景として，小林（2013）は，少

子化による小学校の統廃合が進んでいることを

指摘する。総務省統計局（2014）による近年の

全国の中学校数の推移を概観すると，1990 年

の 11,275 校をピークに徐々に減少し，2013 年

では 10,628 校になっていることが読み取れる。

また，同データの小学校数に目を向けてみても，

1990 年の 24,827 校が，2013 年には 21,131 校に

なっており，中学校と同様の傾向がうかがえる。

しかし，いずれの年代においても，中学校数は

小学校数の約半数である。言うまでもなく，一

つの小学校から一つの中学校に進学する場合の

みならず，複数の小学校から一つの中学校に進

学する場合もある。もちろん，上記のみならず

国公私立それぞれへの進学，学校選択制の影響

などもあげられる。いずれにせよ，中学校への

進学に関しては，様々なパターンがあるといえ
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る。この点に関しては，「一貫中学校と統合中

学校」，「一小一中と複小一中」などととらえた

研究が散見される。例えば，小倉・和田（2014）は，

複数の小学校から一つの中学校に進学する児童

の方が教員に対する期待が高いこと，岩井・藤

岡（2003）は，一つの小学校から一つの中学校

に進学する児童は，入学時の友人に関わるスト

レッサーが低くなることなどを示している。し

かし，どのような学校移行に関してもメリット

やデメリットが存在するのが現実であろう。一

つの小学校から進学する場合には，友だちとの

新たな人間関係の開始に伴う不安などは少ない

かもしれないが，従来の人間関係の継続がネガ

ティブに影響することも想像される。また，複

数の小学校から進学する場合には，新たな人間

関係に伴う不安は高いかもしれないが，従来と

は異なる人間関係の構築も期待できるだろう。

学校移行をサポートする指導者・支援者には，

どのようなパターンにおいても，適切な介入が

求められるといえる。これらのことから，改め

て子どもたちの円滑な「学校移行」を促進すべ

く，教育相談や学校教育からの関わりは必須で

あると同時に，今後，さらに検討が求められる

事項であるといえよう。

　では，教育相談的な介入による移行時の学校

不適応予防は可能なのであろうか。ここまで述

べてきた卒業や入学などの「学校移行」は，決

して予測不能なものではなく，時期なども的確

に予想できるものである。つまり，その移行に

伴う予防的介入を適宜・適切かつ計画的に行う

ことが十分可能だといえる。この点に関しては，

様々な先行研究もその必要性を指摘する。例え

ば，「学校移行」に伴う不登校の問題に対し，

文部科学省（2003）は，児童生徒の発達段階に

応じたきめ細やかな配慮が不可欠であることを

示す。ここでは複数の具体的観点が提唱されて

いる。主なものとして，①小中学校合同の教育

活動や中学校へ体験入学の実施，②学校や学年

の開始時期における集中オリエンテーションの

設定，③中学校区のコミュニティでの合同の活

動などが示されている。これらを踏まえた実践

研究として，①に関しては，大坪・小泉（2003）

により，学校行事への合同参加などの連携事業

を導入することで，小学生の中学校生活に関す

る情報量が増加し，入学への不安が減少され，

過度の期待が修正されることが示されている。

同様に，毛利（2008）も，教員，児童生徒によ

る異校種間交流の実態を把握し，その成果とし

て入学を控えた児童の不安が軽減したことなど

を見出している。また，②に関しては，松林・

古川（2003）が，新入生オリエンテーション

やソーシャルスキルトレーニング（以下 SST）

などにより，中学校入学後の子どもの学校適応

が促進されることを明らかにしている。これら

の提言より，中学校入学時の様々な教育相談的

介入には，学校移行に関わる子どもの不適応を，

ある程度予防できる可能性のあることが読み取

れる。しかし，先行研究を見渡しても，③の地

域コミュニティにおける合同の活動を取り入れ

たものは僅少である。そのため，地域リソース

を活用し，中学校入学を控えた子どもたちを対

象とした，学校不適応予防の可能性検討は意義

のあるものだといえよう。さらに，中学生を対

象とした入学時の学校不適応への予防的介入と

して，宿泊体験があげられる。例えば，山城・

小泉（2001）では，SST を取り入れた宿泊研
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修を実施し，その有効性について論じている。

つまり，宿泊体験や SST を含むグループエク

ササイズなどには，子どもたちの学校不適応に

対する予防的な機能のあることが予測される。

以上のことから，子どもたちに対し，積極的に

地域コミュニティにおいてキャンプなどの宿泊

体験を提供していく取り組みにも，学校移行に

伴う不適応を防ぐ効果が期待される。そこで，

本研究では，地域の援助リソースを活用した，

中学校入学前の子どもたちを対象とする，宿泊

体験による「学校移行」に伴う不適応予防の可

能性について検討していく。

　また，本研究では，宿泊体験の実施前後で，

参加した子どもたちの変容を検討すべく，中学

校入学に対する不安や期待などと同時に，「共

感性」と「援助要請スキル」などの心理的要因

にも焦点を当てることとした。これらは，困難

を抱えた他者に接した場合の適切なサポートの

提供や，自らが解決困難な問題に遭遇した場合

の適切なサポートの希求などと関わることが期

待され，学校不適応問題の予防に大きく影響す

る要因だと予想できる。そのため，宿泊体験に

おけるこれらの要因に関しても，調査対象者の

変容を精査することで，「学校移行」に懸念さ

れる学校不適応への予防の可能性を検証してい

く。

〔方法〕

1.　目的

（1）　中学校入学に対する子どもの不安や期待

に関する実態とともに，学校適応や友人関係の

構築に大きく資することが予想される共感性や

援助要請スキルを把握し，入学前の宿泊体験に

よる介入効果を測定する。

（2）　（1）を検討することにより，学校移行時

の学校不適応に対する，事前の予防的介入の可

能性について見解を得る。

2.　調査方法

（1）　調査対象者

　関東地区の公立小学校（4 校）に在籍し，学

区内の同一中学校に進学予定の 6 年生児童 32

名（男子 21 名，女子 11 名。年上きょうだいあ

り 18 名，年上きょうだいなし 14 名）より有効

回答を得られた。なお，各々の小学校からの参

加者は 5~10 名であった。

（2）　調査時期

　2014 年 8 月

（3）　調査方法

　本研究の取り組みに参加した児童に対し，本

調査の目的や意図および個人情報に対する管

理・処理などの説明を十分に行い，同意の得ら

れた者を対象とした。調査の概略は以下の通り

である。

①　プレテスト

　キャンプオリエンテーションの終了後，集団

一斉方式による質問紙法調査を実施し，即時記

入・即時回収した。時間は約 15 分間であった。

なお，任意の ID コード作成においては，調査

対象者の発達段階を踏まえて親しみやすいもの

を取り入れるとともに，個人情報の保護に関し

ても複数回の説明を実施した。

②　ポストテスト

キャンプのクロージングセレモニー終了後，①
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と同様の質問紙および方法を用いて調査対象者

から回答を求めた。

（4）　調査内容

①　フェイスシート

　性別および年上きょうだいの有無などの属性

に関する項目を設定した。

②　中学校入学への不安・期待

　小泉（1995）の中学校入学時における子ども

の「期待・不安尺度」を使用した。本尺度は，

中学校入学後の同級生や上級生，教員との関係

に対する不安を示す「対人関係での不安（12

項目）」，上記における同級生や教員との関係・

新たに始まる学習などに対する期待を示す「対

人関係・学習での期待（10 項目）」，新たな活

動への期待や不安を示す「部活動での期待と不

安（6 項目）」，中学校での学習の速度や試験な

どに関する「学習での不安（4 項目）」，校則や

学校外での生活に関する「自由への願望（4 項

目）」の 5 因子 36 項目から構成されている。本

研究では各因子から負荷量の高い 3 ～ 7 項目を

抽出し，合計 20 項目について，「1. まったくそ

う思わない～ 4. とてもそう思う」の 4 件法で

回答を求めた。

③　共感性

　共感性に関しては，Eisenberg（2000）が多

次元的な面を提唱しているとともに，日本国内

で広く使用されている先行尺度に関しても，着

眼点により数多くのものが開発されている。ま

た，共感性を取り上げた先行研究に関しても，

複数の尺度の併存的使用が多見される。しかし，

本研究では調査対象者への負担等を考慮し，上

記を総合的な観点からとらえている登張（2003）

の「多次元的共感性尺度」を使用することとし

た。本尺度は，困難を抱えた他者への援助提供

に対する積極性や他者の感情への共感などを示

す「共感的関心（13 項目）」，困難を抱えた他

者への援助に対する混乱や消極性などを示す

「個人的苦痛（6 項目）」，バーチャルな領域で

の共感性を示す「ファンタジー（6 項目）」，他

者の視点からの問題や感情の理解などを示す

「気持ちの想像（5 項目）」の 4 因子 30 項目か

ら構成されている。本研究では，「1. まったく

そう思わない～ 4. とてもそう思う」の 4 件法

で回答を求めた。

④　援助要請スキル

　岩瀧・山﨑（2008）の「中学生の教師への援

助要請スキル尺度」をもとに，援助要請を行う

対象を「友だち」にするとともに，ワーディン

グを小学生対象に修正を施して使用した。上記

は，援助要請を行う相手を適切に判断していく

「援助者探索（8 項目）」，非言語を活用し相談

内容を効果的に伝えていく「ノンバーバル（7

項目）」，援助要請のきっかけやタイミングなど

に関する「適切な言語的はたらきかけ（6 項目）」

の 3 因子 21 項目から構成されている。本研究

では各因子より負荷量の高い 3 項目を抽出し，

合計 9 項目について，「1. あてはまらない～ 4. あ

てはまる」の 4 件法で回答を求めた。なお，「適

切な言語的はたらきかけ」に関しては，項目を

吟味し，「適切な言語的かかわり」とした。

（5）　宿泊体験の手続き

　調査対象者に対し，進学予定である中学校の

学区内に設立する地域コミュニティ施設にて 1

泊 2 日の宿泊体験（野外キャンプ）を実施した。
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なお，活動においては，支援者側で性別，所属

校などに配慮し，6 つの 5~6 名のグループを構

成した。キャンプの主な流れおよびプログラム

の概要を下記に示す（Table.1）。

 

〔結果〕

1.　各尺度の因子構造の検討

　プレテストで回収されたデータをもとに，本

研究で取り上げた 3 つの尺度に対し，因子構造

を把握すべく，探索的因子分析（主因子法・プ

ロマックス回転）を実施した。その結果，いず

れの尺度においてもそれぞれの先行研究と同様

の因子構造が示された。さらに，信頼性を確認

すべく，Cronbach のα係数を求めたところ，

各因子 .70~.90 の数値が得られた。項目の少な

いものに関しても，ある程度のα係数が得られ

たことから，本研究で使用するにはいずれも十

分だと判断した。

2.　宿泊体験前後における得点の比較

（1）　全体

　ポストテストのデータが回収された後，各々

の尺度における因子の平均値を算出し，プレ

テストの結果との比較を実施した。結果を

Table.2 に示す。なお，各因子で示されている

数値は，合計得点を項目数で除したものである。

　その結果，「期待・不安尺度」に関しては，

「対人関係での不安」で有意に，「学習での不安」

で有意傾向に得点の下降が示された。一方，「対

人関係・学習での期待」に関しては，有意な得

点の上昇が確認された。また，「多次元的共感性」

に関しては，「共感的関心」において得点の上

昇が有意傾向であった。なお，「援助要請スキル」

については，「援助者探索」に関して，得点の

上昇が有意であることが示された。

（2）　性差

　中学校入学時の子どもの不安などにおいて

は，先行研究（南ら，2011）により，性差の認

められることが示されている。そこで，本研究

でも，この点について検討することとした。性

別によるχ2 検定を実施したが，有意な偏りは

示されなかった（χ2（1,N=32）=3.16,n.s.）。引

Table.1　宿泊体験の主な流れとプログラムの概要

Table.2　宿泊体験前後における各尺度の平均値と標準偏差

 

日程 プログラム ねらい 支援者からの主なはたらきかけ

オープンセレモニー キャンプにおける約束の確認 他者との関係構築や関わりを体験する機会であることを示唆する

アイスブレーキング 協力して和やかな昼食の時間を過ごす グループごとに協力して準備を行い、メンバーの名前を覚えられるようにする

野外活動① アクティビティを通じた協力の体験をする 他者を助ける、他者に助けてもらうなどの体験により協力することへの意識を促す

キャンプファイヤー 協力してキャンプの準備・片づけを行う グループごとに火を囲み、ゲームなどを通じ所属感や連帯感が得られるようにする

シェアリング① 本日の体験の振り返りを行う うれしかったこと、できるようになったことなどをグループで共有できるよう促す

野外活動② グループごとに協力し、目標をクリアする 協力による成功体験を重視し、小さな課題から大きな課題を設定していく

クラフトアート体験 協力した体験などを自分自身で振り返る 野外活動や友だちとのかかわりで気づいたこと、考えたことなどを示唆していく

シェアリング② 2日間の体験の振り返りを行う 他者との出会い、協力、自分自身の考えなど、適宜アジェンダを設定していく

クロージングセレモニー キャンプにおける約束・ねらいの確認 他者との関係構築や関わりについて個人での振り返りを示唆する

Table.1　宿泊体験の主な流れとプログラムの概要

1日目

2日目

 

プレ ポスト

期待・不安尺度
対人関係での不安 2.78(0.81) 1.96(0.53) 5.91 ***

対人関係・学習での期待 2.95(0.53) 3.18(0.55) 2.66 *

部活動での期待と不安 3.19(0.78) 3.21(0.77) 0.22
学習での不安 2.71(0.80) 2.46(0.81) 2.03 †

自由への願望 2.58(0.59) 2.69(0.62) 1.06

多次元的共感性
共感的関心 2.99(0.59) 3.08(0.50) 1.73 †

個人的苦痛 2.50(0.56) 2.50(0.70) 0.04
ファンタジー 2.43(0.82) 2.40(0.97) 0.19
気持ちの想像 2.63(0.64) 2.67(0.78) 0.36
援助要請スキル
援助者探索 2.90(0.78) 3.44(0.76) 4.00 ***

ノンバーバル 3.07(0.72) 2.83(0.77) 1.38
適切な言語的はたらきかけ 2.91(0.72) 3.07(0.83) 1.11

Table.2　宿泊体験前後における各尺度の平均値と標準偏差

全体（n＝32）

t値

†p<.10, *p<.05,***p<.001
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き続き，宿泊体験前後での比較検討を実施した

ところ，男子では，「期待・不安尺度」におけ

る「対人関係での不安」の得点が有意に低下し，

「対人関係・学習での期待」の得点が有意に上

昇していることが明らかであった（それぞれ，

t（20）=4.45,p<001，t（20）=2.21,p<05）。また，「援

助要請スキル尺度」の「援助者探索」の得点に

おいても得点の有意な上昇が示された（t（20）

=2.86,p<05）。一方，女子に関しては，「期待・

不安尺度」の「対人関係での不安」における得

点の低下（t（10）=3.82,p<01），「援助要請スキ

ル尺度」の「援助者探索」における得点の上昇（t

（10）=3.01,p<05）が有意であることが示された。

（3）　年上きょうだいの有無

　小泉（1994）などは，中学校入学時には，年

上きょうだいが有力な情報源となることを明ら

かにしている。そこで，年上きょうだいの有無

でχ2 検定を実施したが，有意な偏りは示され

なかった（χ2（1,N=32）=0.50,n.s.）。さらに宿

泊体験前後での比較検討を実施すると，年上

きょうだいありの群では，「期待・不安尺度」

における「対人関係での不安」の得点の低下，

「援助要請スキル」における「援助者探索」の

得点の上昇が有意であった（それぞれ，t（17）

=3.78,p<01，t（17）=2.09,p<05）。一方，年上きょ

うだいなし群に関しては，「期待・不安尺度」

における「対人関係での不安」の得点の低下，

「対人関係・学習への期待」および「自由への

願望」の得点の上昇が有意であった（それぞ

れ，t（13）=4.67,p<001，t（13）=2.16,p<05，t（13）

=2.65,p<05）。また，「援助要請スキル」の「援

助者探索」の得点も，t（13）=4.00,p<01 で，有

意に上昇していたことが確認された。

〔考察〕

1.　期待・不安尺度

　まず，「対人関係での不安」について考察す

る。この因子は，中学校入学後に新たに出会う

友だちや上級生，教員との関係に対する不安を

示す項目で構成されている。本研究では，全体，

および性別，年上きょうだいの有無など，いず

れにおいてもポストテストの得点が有意に減少

していることが示された。思春期の子どもたち

にとって，「友だちとの関係」は社会性の発達

のみならず，自分自身の成長にも大きな影響を

与えることは想像に難くない。岩瀧（2009）に

おいては，大学生を対象とした回想法調査によ

り，中学校期に 7 割以上が悩みを抱えていたこ

ととともに，さらにその 4 割以上が友だちや先

輩との人間関係であったことが示されている。

ゆえに，小学校から中学校にかけての子どもた

ちにとって，友だちなどとの人間関係の維持・

構築は，高い関心が抱かれ，学校適応における

大きな要因のひとつであることが推察される。

以上のことから，今後中学校で一緒になる者と

の宿泊体験による交流は，新たに出会う人間関

係への不安を低減させる可能性のあることがう

かがえる。野外キャンプ活動において，宿泊を

共にしたり，協力して課題解決を目指すなどの

アクティビティに取り組んだりしたことは，新

たな仲間との人間関係やコミュニケーションの

構築に対する不安の低減につながったと推測で

きる。

　ただ，この「対人関係での不安」に関し，パー

ソナリティの観点からの問題を指摘する先行研

究があげられる。例えば，臼井（2012）は，小

学校から中学校への移行に伴う仲間関係の変化
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について，新たな関係を作り上げる必要がある

ことを指摘するなかで，外向的な者にとっては

楽しみとなるが，内向的な者にとっては強いス

トレスのかかる経験となることを述べている。

さらに藤澤・高平（2013）は，「協調性の高い

児童は，中学校生活に対して不安を抱きにく

い」ことを明らかにしている。これらの先行研

究より，子どもたちのパーソナリティにより，

不安のとらえ方が変わってくることが読み取れ

る。継続研究においては，この要因も加え，パー

ソナリティによる介入の方向性を検討すること

も可能であろう。しかし，いずれにせよ，新た

な人間関係の構築に関しては，ある程度の不安

を抱えることは，適応的だととらえられる。そ

のため，それらの不安が過度なものにならぬよ

う，事前における可能な介入を提供していくこ

とが，今後の課題のひとつである。

　続いて，「対人関係・学習での期待」を取り

上げたい。この因子は，中学校入学後に新たに

出会う友人や上級生，教員との関係や，学習に

対するポジティブな動機づけなどを示す項目か

ら構成されている。本研究では，全体と男子，

年上きょうだいなし群に，得点の上昇が有意で

あることが示された。ゆえに，宿泊体験におい

て，協働・協力し，課題解決に臨み，達成感や

連帯感を味わったことは，対人関係での期待を

促進させるものになったと推測できる。つまり，

上記の取り組みは子どもたちにとって，対人関

係における自己効力感を高めたり，自信をもっ

たりする機会につながったととらえられる。今

後の研究で，自己効力感などの個人の心理的要

因も併せて，その変容を検討し，多くのサポー

トの方向性に関する知見の得られることが期待

される。一方，本研究で使用した学習を示す項

目は，新たに開始される科目や試験などに関す

るものであった。さらに，同じく学習に関して

触れている「学習での不安」の因子についても，

調査対象者全体で，得点の低下が有意傾向であ

ることが示されている。今回の宿泊体験におい

ては，日常の生活ではなかなか体験できないエ

クササイズやアクティビティなどが設定されて

いたが，子どもたちは協力することによって楽

しみながらそれらをクリアしていった。つまり，

未体験なものや未知なものであっても，友だち

と協力することで安心感を得たり，積極的に取

り組もうとするモチベーションを高めたりして

いた可能性がうかがえる。

　なお，「部活動での期待と不安」の因子に関

しては，中学校での部活動に対する興味関心や

取り組みへの不安，および「自由への願望」の

因子に関しては，友だち同士での行動範囲の拡

大や校則などで指定される制限への不安を示す

項目から構成されているが，本研究の結果から

は，得点の変容は確認されなかった。その理由

として，期待と不安が混在していることが可能

性のひとつとしてあげられる。しかし，これら

の要因に関しては，小泉（1995）では，中学校

入学にあたっての期待や不安が領域区分と複雑

に関連していること，両者は安易に単一次元で

とらえられないことを指摘している。子どもた

ちの部活動などだけではなく，実際の私たちの

生活においても，不安が全くない，期待だけが

ある，といった取り組みや心理的状況は，現実

的なものではない。適度に期待と不安が存在し，

相互作用しているのが実際であろう。今後，こ

れらの観点に関する検討をしていく際には，質
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的な側面なども加味していくことで，個々に即

した適切な介入の方法を把握していきたい。た

だ，「自由への願望」に関しては，年上きょう

だいなし群にのみ，有意な得点の上昇が確認さ

れた。南ら（2011）は，中学校での対人面や社

会・文化面に対する予期不安の低減には，年上

きょうだいからの情報が関わることを示してい

る。このことから，年上きょうだいあり群は，

なし群よりも，中学校生活に対し，適度に情報

を有すことで，不安などを低減させている様子

がうかがえる。しかし，逆に言えば，年上きょ

うだいなし群は，適切な情報を有していなかっ

たり，過度に不安感を抱いていたりする場合も

あろう。本研究では，得点の上昇が明らかになっ

たが，その可能性として，今後中学校生活を共

にすることとなる新たな仲間とのコミュニケー

ション活動が，ポジティブに作用している点が

あげられる。新たな仲間と，様々な取り組みに

挑もうとするモチベーションにつながったこと

が推察される。今後，因果関係なども含めて，

再検討していきたい。

2.　多次元的共感性尺度

　共感性に関し，登張（2003）は，「人と人と

が互いに助け合い，支え合い，理解しあって気

持ちよく社会生活を送るのに役立つ重要な特

性」であることを示している。人間関係の構築

や促進において，看過できない要因であるとい

えよう。先行研究などにおいては，共感性と他

の心性の関連が多くされている。子どもの共感

性の育成に関しては，渡辺（2005）などにより，

道徳教育の観点からソーシャルスキルと同時に

取り上げられているが，「共感性」に関しては，

検討の余地があることが示されている。また，

櫃田（2005）は，「共感教育」という観点から

の育成を提言する中で，ある一定の期間，回数

の介入による変容の可能性を見出している。

　本研究では，調査対象者全体における「共感

的関心」にのみ，得点の上昇が有意傾向である

ことが示された。このことから，共感性の育成

に関しては，今後さらに効果的かつ適切な介入

を検討すべきであるのは言うまでもないが，宿

泊体験などによるサポートは，短期間の取り組

みであっても，ある程度の変容をもたらす可能

性が今回の調査からは見出せたととらえられる。

　発達心理学においては，青年期前期に友人が

準拠集団としての重要性を増すことが示されて

いる。困難な状態にある他者を援助していこう

とする心性を育成していくことは，準拠集団た

る人間関係の構築や，社会性の発達を促進する

と予想される。つまり，学校不適応の問題を予

防する観点のひとつとして，困難な問題を抱え

ている他者を援助・理解していこうとする「共

感性」は，「育てる」という教育相談的観点か

らも重要であるといえよう。事実，中学生が最

も相談相手として知覚しているのは友人である

（吉川・今野，2011 など）。中学校入学時にお

ける不安などに対しては，有効なサポート源と

なろう。今回の調査・実践においては，調査対

象者数などの点より，他者への「共感的関心」

と不安の低減などとの関係を検討するのは限界

があったが，継続研究においては視野に含めて

因果関係を把握していきたい。

3.　援助要請スキル尺度

　全体，性別，年上きょうだいの有無において
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も，「援助者探索」で，得点が有意に上昇して

いた。この因子は，「不安なことがあるとき，

相談できる友だちを探すことができる」，「困っ

たとき，どの友だちが助けてくれるかを判断す

ることができる」，「相談の内容によって，一番

信頼のできる友だちを探すことができる」の 3

つの項目から構成されている。本研究の宿泊体

験では，子どもたちが協力することによりクリ

アできる様々な活動を取り入れていった。この

相互に協力していく活動のプロセスで，子ども

たちは誰に援助を求めたら最適なのか，誰が有

力なサポートとなるのかなどを判断できるよう

になったと推察される。

　本研究では，「援助要請スキル」を，コミュ

ニケーションを円滑にさせるソーシャルスキル

の一部ととらえる。高木（2000）は，困難が生

じた際に，現状を的確に判断し，適宜周囲に援

助を求めていくという「ソーシャルサポート」

を確立する場合にも「ソーシャルスキル」が重

要であることを論じている。「ソーシャルスキ

ル」に関して，相川（2000）は定義が多様であ

ることを示すとともに，「行動」や「能力」も

含む一連の「過程」であることを指摘する。本

研究の「援助者探索」はこのプロセスにおい

て活用されるものだといえよう。さらに，島

田・高木（1995）では，シミュレーションによ

る援助要請の状況を検討する中で，「適切な援

助はいるのか」という認知が問題の査定後に発

生することを明らかにしている。つまり，本研

究の介入は，子どもたちが援助要請を実施する

対象を決定していく認知的プロセスの変容につ

ながったととらえられる。戸ヶ崎（2013）は，

ソーシャルスキルを学ぶ場として，かつては日

常生活での多様な対人経験があったことを示唆

する。このことから，本研究の結果は，様々な

エクササイズなどにおける協力や成功体験によ

り，子どもたちの援助要請に関わる感受性が高

まったことを意味するといえよう。友だちサ

ポートとの関連も想定されるため，ソーシャル

サポート知覚などとの要因を含めて，今後の検

討材料にしていきたい。

〔全体考察〕

　本研究では，中学校入学における子どもの不

安および学校不適応のリスクを低減させるべ

く，事前の宿泊体験による介入について検討し

ていった。主に得られた知見としては，「対人

関係での不安」の有意な低下，「対人関係・学

習での期待」の有意な向上が確認されたことで

あろう。また，仲間となる他者に対して，感情

を理解しようとしたり，助けてくれそうな者を

探そうとしたりなどの，友人関係などにおける

変容も部分的に把握することができた。これら

のことから，特に「対人関係」の不安や期待に

対し，事前の宿泊体験にはポジティブな効果の

あることがうかがえた。ゆえに，今後中学校生

活を共に過ごすこととなる者同士での事前の交

流・体験活動には，多くの不適応予防の可能性

が期待されるといえよう。　　　

　しかし，小泉（1992）は，中学校入学後の新

しい人間関係の構築においては，新たな友人の

みならず，それ以前の友人が人間関係をより広

げるキーパーソンとなることを論じている。ゆ

えに，中学校入学後の人間関係のみに目を向け

ることなく，その基盤となる「現在の人間関係」

の充実や促進にも，十分に配慮していく必要が
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あるといえる。各小学校などにおいても，適度・

適切に構成的グループエンカウンターや SST

などのグループワークなどが実施されることが

望まれる。

　「援助要請スキル」に関しては，「援助者探索」

という援助要請の過程における認知的なスキル

について変容が確認された。先行研究において

は，岩瀧（2008）が教員や友だちへ相談をもち

かけるスキルをターゲットとした SST の導入

により，中学校入学時の子どもの「対人関係で

の不安」や「学習での不安」の低減，「対人関係・

学習での期待」の向上を検証している。これは，

「相談をする」という行動（スキル）の習得に

より，中学校入学という「学校移行」が円滑に

なされる可能性を示唆するものである。しかし，

本研究では認知的なスキルに対しても，同様の

可能性が示された。このことから，「誰が最適

な援助者か」という認知の段階とともに，今後

の研究においては「援助要請スキル」を多角的

にとらえ，様々な方向性からのスキルの習得を

検討していきたい。

　また，継続研究においては，「対人関係での

不安」を改めて吟味することでも，新たな見解

が得られるであろう。友だち，上級生，教員な

ど，関係を構築していく対象ごとにこの点を検

討することで，より具体的なサポートの方向性

が把握される可能性があげられる。

　なお，少子化の影響に伴い，今回の調査対象

者は中学校入学後に少数派となる小規模校在籍

の子どもたちが主な対象であった。ゆえに，統

計的調査における検討にも限界があったことは

否めない。小泉・藤田（1993）では，多数派と

なる子どもたちは，少数派よりも適応的な側面

が多いことを指摘する。つまり，少数派同士の

統合だけではなく，少数派と多数派の統合とい

う観点からも検証は必要であろう。今後は，大

規模校の子どもたちも含めた介入や実践も検討

していきたい。
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